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仁研究余話コ 五十の手習い
私どもの研究室にかつてY博士がいた。いたなどとい
い棄てては失礼だが，教室創設時の重要なメンバーの一
人であった。私より年輩も上で，約十数年前に学位を受
け，長野県の塩尻で大きな耳鼻科病院を開業され，盛業
をきわめていた。そのY博士が突然，金沢に来られ，者
学位仕事をした微生物学教室に入られたのである。当時
そこで宮仕えの私にウイルス学を教えてほしいと申し出
でられたのには，若干驚かされた。と同時に本気かなと
疑わざるを得なかった。しかし，その半年後に癌研究施
設ウイルス部が創設され， そこに移ることになった私
に，またついて来るといわれたにはさらに驚かされた。
今から 7年前の話である。以後，塩民に再び帰るまで計 
2年間，いうならば今時珍らしい“50の手習い"が始ま
った。
温厚な性格そのままに，創設時の学内外における交渉
まとめ役を買って出られ，お蔭で私は随分と助けられも
した。この辺まではよくある話かもしれない。それにし
ても，年間数千万円という病院経営をたとえ 2年間とは
いえ，他人に任せ，みずからは家族をあげて金沢に帰
り，無給で再び基礎医学の初心にもどって，新しい学問
分野を仕入れたいという若々しい情熱は，そうたやすく
真似られる芸当ではない。さすがにお年ゆえに，老眼鏡
をずらしながら組織培養に，セミナーの横文字にと，取
り組んでおられる姿をみると，i先生もういいですよJと
のどまで出かかりながら，時には知らん顔，時には「そ
んなことではだめですよ」と尻をたたきながらの一年半
であった。知らない人は年寄りの冷水といっていたのか
もしれないが，私には逆に無言の鞭としか映らなかっ
た。
郷里にもどれば市井のー耳鼻科医として立たれる Y博
士が，いまさらウイ Jレス学をまた腫蕩学を学ばれて何に
なるのであるうか，ご自身は道楽の代りと思えばまだ慰
められもしょうが，奥さんや家族はどうなのであろう。
他人のそんな憶測には一向無頓着に，奥さんや家族の人
も割り切ったもので，むしろかつて送った百万石の金沢
の生活を懐古的に楽しんでおられさえした。「ぼくがそ
の気を出してやれば:， 2年間ぐらいの損失はすぐとり返
しますよ。女房や子供を 2年間ぐらい養う余裕はありま
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すから，無給でいいんです」と，折角なって頂いた講師
の給料を全部，教室を去る時研究費の足しにと提供され
たのには驚くより感激せざるを得なかった。 Y博士寄贈
顕微鏡写真装置などうんぬんがいまだにその志を伝えて
愛用されている。
こんなY博士の心の支えは何であったろうか。少年~
青年期にかけ生家の没落で，人知れぬ苦労の後，大学を
終えられた同博士の学問への純粋な情熱が， 齢 50を過
ぎ，若干人生にゆとりの出る時まで燃え続けておられた
のである。「その気を出してやる」とはいわゆるかせぐ
だけの臨床ではないのである。「耳鼻科にだっていろい
ろな“がん"がありますよ。もう“がん"だからあなた
あきらめなさいでは余りにもむなしすぎます。たとえ直
接の診療に役立たずとも，“がん"とは何か，“がんウイ 
Jレス"とは何かをいくらかでもー最近の知識で知りなが
ら患者に対するのと何も知らんで対するのでは心の豊
かさが違います。その豊かさがゆとりになって，患者の
信頼が得られるのならこれに越したことはありません。
だから，かせぐ時はかせぎますが，まだまだ勉強する時
は勉強しなければ恥ずかしい。」というのがこの老青年
医師の口ぐせであった。
臨床家が時々大学なり大病院の新しい診療技術を学び
に一時行くというのはそう珍しいこととは思わないが， 
Y博士のごとき臨床家が基礎医学に，それも 2年間全家
族をひきつれ，準々と出て来られるというのは余り聞い
たことがない。私自身Y博士より得た精神的教えが大き
かった半面， Y博士にはどれだけお役に立ってあげられ
たか内心恒慌たるものを感ずる。こんな時代離れした話
は今の若い人々にはもううけないようである。あきれて
馬鹿にする方が多い。たしかに多様性を帯びた現代社会
には理解できない面もあるであろう。
金沢と“がん"とのつながりが特にあるわけでもな
い。ただ，このY博士の献身的援助でスタートできた私
自身には常に心の鞭として， Y博士との交流の日々がい
まもなお生きている。 
Y博士の援助の下にできた仕事がふたつばかりあっ
た。そのひとつにインフルエンザワイルスがマウスの
“がん"ウイルス(ポリオーマ)の増殖を干渉阻害する
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というのがある。ことがら自体はそう目新しいことでも
ないが， インフルエンザウイルスは毎年の流行株が必ず
といってよいぐらい少しづっ変異する。このことで私自
身滞米中，かかる新流行分離株の変異同定に苦労させら
れた。そのお土産として山のようには少し大げさとし
て，当時の世界各地の分離株がたくさんフリーザーに|眠
っていた。同じようにたまたま同じ研究所にいたポリオ
ーマウイルスの発見者 Dr.Eddy より頂いたこの“が
ん"ウイルスも眠っていた。「インフノレエンザウイルス
が“がん"ウイノレスの邪魔(干渉)するかどうか，むず
かしい理窟でいえばインターフエロン産生能があるはず
だから，“がん"ウイルスも抑制されておかしくはない。
人からの分離株でもし抑制活性の強いやつがあれば，将
来“がん"制圧へ“毒"をもって“毒"を制する式に使
えるかもしれませんよ」と，少しオーバーな飛躍も入っ
て， Y博士は大いに乗って来た。創設間もなくで実験準
備も不充分であったが， 1とにかくやりましょう」で，
マウス胎児細胞の培養から始まった。結果は  10数株の
各型インフルエンザウイルス間に弱いものと強いもので
約 100倍の聞きのあることがつきとめられ，それが一応
横文字のペーパーになった。ところが流行分離株の干渉
能力がうけたのか，“がん"(ポリオーマ)ウイルスの問
題がうけたのか判らないが，半年ぐらいの聞に別刷がな
くなるぐらい請求された。私自身それほどの dataでも
ないと思っていたので，やや意外であったが， Y博士に
は大いに喜ばれた。 150の手習いの甲斐があった」とい
われ，私も若干心の重荷が降りたのである。しかし Y博
士のつぎの言葉にはまた私自身泣かされる思いがした。 
IV、や， しかし先生，ぼくは何かひとつ自分でやったと
いう感じのものをもてればよかったのですよ。幸いペー
パーはできましたが， できなくってもよかったのです
よ。若い人たちの勉強する姿に直接ふれて，自分なりに
理解できたものが得られたのですからそれでいいんで
す。」 
“50の手習い"を終えた同博士は，今， 塩尻で以前に
も増して，患者から慕われ盛大に活躍しておられる。そ
の心の片すみに“がん"ウイ Jレス学が，腫易学がどうな
ってるか，毎年会った時聞こうと思いながら，未だたし
かめたことはないが，耳鼻科患者の診療に直接何のプラ
スになってないことも承知の上で，頑張っておられるの
であろう。私たちもその後， Y博士との仕事が契機にな
ったわけでもないが， “毒"をもって“毒"を制する型
の仕事が未だに尾を 51いて続ける羽田になっている。微
生物， ウイノレスも含めた“毒"が“がん"という“毒"
を制し得ないか，そこにはがん研創設者たる岡本名誉教
授以来のイデーの発展があるのかもしれない。 ともあ
れ，これらに Y博士の“50手習"いが何処かでつなが
ってるとしたら，同博士寄贈の諸種実験器具とともにそ
れらは，私共の心の中にこれからも生き続けていくであ
ろう。
個人的なことばかりで，編集諸先生ならびに差し障り
のある方々にはご寛容頂ければ幸いである。 
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